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1 ．
歩むべき道は 主が備えて下さります。

それは、私が思い描く道ではないかもしれません、

それは、あなたが思い描く道ではないかもしれません。

それでも、主ご自身の方法で、

「主は備えて下さります」。

〈繰り返し〉

私たちは主に信頼します、

主は備えて下さります。

そうです、私たちは主に信頼します、

主は備えて下さります。

2 ．
いつか主は備えて下さります。

それは私が期待する時ではないかもしれません、

それはあなたが期待する時ではないかもしれません。

それでもなお、主ご自身の時に、

「主は備えて下さります」。

〈繰り返し〉

3 ．
もはや落胆しません。主は備えて下さります。

この「しるし」があります－

主が語られた言葉は

いまだかつて廃棄されたことがありません。

「主は備えて下さります」。

〈繰り返し〉

4 ．
大胆に前進しましょう、海は分かたれます、

その道は主の栄光となり、

勝利の歓呼とともに

私たちは大合唱に集います、

「主は備えて下さります」。

〈繰り返し〉

1 ．
In some way or other the Lord will provide;
It may not be my way,
It may not be thy way;
And yet, in His own way,
“ The Lord will provide.”

〈 Refrain 〉
Then, we'll trust in the Lord,
And He will provide;
Yes, we'll trust in the Lord,
And He will provide.

2 ．
At some time or other the Lord will provide;
It may not be my time,
It may not be thy time;
And yet, in His own time,
“ The Lord will provide.”

〈 Refrain 〉

3 ．
Despond then no longer; the Lord will provide;
And this be the token—
No word He hath spoken
Was ever yet broken:
“ The Lord will provide.”

〈 Refrain 〉

4 ．
March on then right boldly; the sea shall divide,
The pathway made glorious,
With shoutings victorious
We'll join in the chorus,
“ The Lord will provide.”
〈 Refrain 〉

１．

わが行くみち、いついかに

なるべきかは、つゆ知らねど

主はみこころ、なしたまわん

～おりかえし～

そなえたもう、主の道を

踏みて行かん、ひとすじに

２．

こころたけく、たゆまざれ

ひとは変わり、世はうつれど

主はみこころ、なしたまわん

～おりかえし～

そなえたもう、主の道を

踏みて行かん、ひとすじに

３．

あらうみをも、うち開き

すなはらにも、マナをふらせ

主はみこころ、なしたまわん

～おりかえし～

そなえたもう、主の道を

踏みて行かん、ひとすじに


